
•水循環基本計画の計画期間は、令和３年度から令和12年度まで（10年間）

•毎年度ごとの点検・評価結果や社会状況の変化などに適切に対応するため、５年目に
なる令和７年度に中間評価を行い、第六次大野市総合計画後期基本計画との整合性
を図りつつ、市民や大野市水循環推進協議会などの意見を踏まえながら、施策と定量
評価（目標値）について評価を行い、必要に応じて計画の改善（見直し）を行う。

（大野市水循環基本計画【抜粋 Ｐ５７・加筆】）
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• 市民アンケートを実施（令和７年度早々）　【環境基本計画の見直しアンケートと同時に実施】

市民、事業者、小中学生に対して実施（施策に対する重要度・関心度などを測定）

• 第六次大野市総合計画後期基本計画との整合を図る（Ｒ７策定）

後期基本計画に掲げる施策・数値目標と合わせる

• 第三期大野市環境基本計画との整合を図る（Ｒ７見直し）

• 国の水循環基本計画（R6.8変更）などの方向性を参考にする
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（ １７ ）
（ ２４ ）
（   ８   ）

（ １２ ）
（ １３ ）
（   ２   ）

（ １１ ）
（   ４   ）
（ １８ ）

４９施策

２７施策

３３施策

評価項目 Ｒ12目標値 評価項目 Ｒ12目標値

基準観測井における保全目標水位の超

過日数
27日 まちなか観光入込数 130万人

地下水質の水道法に定める水質基準と

の適合率
100％ 水洗化率 60.7％

河川水質の環境目標達成率（ＢＯＤ） 100％ 大野市総合防災マップの世帯への周知率 100％

地下水揚水量 8,017千㎥
湧水地を将来に残したい誇りや象徴と考

える割合
80％以上

耕作地の適切な保全管理面積 3,227ha 水の循環講座や出張授業等の受講者数 3,200人

森林整備面積 375ha 本願清水イトヨの里の入館者数 11,600人

• １０９施策と１２評価項目（目標値）を必要に応じて見直す
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大野市水循環
推進協議会

市民アンケート

庁内事務

【連携機関】

大野市地下水
対策審議会

内容検討

R6年度
第１回

■

発送・回収・集計

施策・定量評価
目標値の作成

R3～R6施策の取組状況および
成果の取りまとめ

施策・定量評価
目標値の最終確認

■
庁議

★
改訂
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※環境基本計画と
 同時に実施

R6上期取組状況の
報告
R7中間評価の説明

アンケート
  内容の意見徴集
  （書面）

R7年度
第１回

■

アンケート結果の説明
R3~R6施策の取組状況
および定量評価数値に
対する意見徴集

R7年度
第２回

■

施策、定量評価
目標値（素案）
の説明

R7年度
第３回

■

計画改定の説明

R6年度
第１回

■

R5年度報告
テトラ調査

R6年度
第２回

■

水循環基本計画の変更
テトラ調査

R７年度
第１回

■

水循環基本計画の変更
R６年度報告

R７年度
第２回

■

水循環基本計画の変更
その他案件

• 令和３年度～６年度（４年間）の施策の取組状況及び成果を報告書に取りまとめ、大野市水循環推

進協議会、大野市地下水対策審議会の委員の意見を踏まえて計画の改善（見直し）を行う。

• 令和６年度中にアンケート内容に関する意見徴集（書面）を行い、令和７年度は３回の会議を予定

現時点のスケジュール案であり、令和７年度予算編成などを踏まえて変更となる場合があります。


